
・令和元年5月20日発行
・新庄村のホームページ　http://www.vill.shinjo.okayama.jp/
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新庄村 類似団体平均 全国町村平均
86
88
90
92
94
96
98

29年度

区　分

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 １号給の
給料月額

最高号給の
給料月額

１級

２級

３級

４級

５級

６級

定型的な業務を行う主事、保育
士、保健師、看護師、栄養士、
歯科衛生士、主事補の職務
高度の知識又は経験を必要と
する業務を行う主事、保育士、
保健師、看護師、栄養士、歯科
衛生士の職務

係長又は主任の職務

課長補佐、主幹の職務

課長、会計管理者、保育所長、
課長補佐の職務
課長、会計管理者、保育所長
の職務

８人

８人

８人

１人

４人

１人

26.7％

26.7％

26.7％

3.3％

13.3％

3.3％

142,600円

192,700円

228,900円

262,000円

288,000円

318,500円

247,100円

303,800円

349,600円

380,600円

392,600円

409,800円

歳 出 額 A 実質収支 人 件 費 B
住民基本
台帳人口

（３０年１月１日）

人件
費率
Ｂ／Ａ

（参考）
28年度の
人件費率

９３０ 人 9.9 ％ ％12.62,577,603 千円 145,125 千円 255,685 千円

（注） １　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は、２９年４月１日現在の人数である。
　　　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員
　　　　数には当該職員を含んでいない。

１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の
職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸
給月額を100として計算した指数。
２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したもので
ある。

給　　与　　費
一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

類似団体
平均一人当たり
給与費

職員手当

18,699 千円

期末･
勤勉手当
30,574 千円

計　Ｂ

126,823 千円 3,963 千円 5,414 千円

給料

32人 77,550 千円

職員数
A

29年度

区分
（参考） （参考）

（注）

区分
大 学 卒
高 校 卒
高 校 卒
中 学 卒

一般行政職

技能労務職

        222,300 円
－　　　
－　　　
－　　　

経験年数10年
－　　　

       309,900 円
－　　　
－　　　

経験年数20年
－
－
－
－

経験年数25年
－
－
－
－

経験年数30年

区分
大 学 卒
高 校 卒
高 校 卒
中 学 卒

一般行政職

技能労務職

179,200 円 
         147,100 円 
         134,200 円 

130,400 円 

新　庄　村
191,900 円
155,000 円
－　　　
－　　　

岡　山　県
       178,200 円 
       146,100 円 

－　　　
－　　　

国

（1）期末手当・勤勉手当

（注）（　　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

（注）１　新庄村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注） 平成１８年に８級制から６級制に変更している。
　　（旧給料表の１級及び２級並びに４級及び
　　　５級をそれぞれ統合）

新　庄　村 岡　山　県 国
1人当たり平均支給額（29年度）
　　　　　　　
（２９年度支給割合）
   期末手当      勤勉手当
　 2.60月分     1.80月分
　(  －  )月分    (  －  )月分

（２９年度支給割合） 
   期末手当       勤勉手当
    2.60 月分      1.80 月分
   (1.45)月分     (1.45 )月分

（２９年度支給割合）         
   期末手当      勤勉手当
    2.60 月分     1.80 月分
   (1.45)月分    (0.85)月分

１，３０２千円
1人当たり平均支給額(29年度)

１，７３９千円 －

3.3％
13.3％
3.3％

26.7％

26.7％

26.7％

9.6％

19.0％

4.8％

19.0％

23.8％

23.8％

9.1％

31.8％

18.2％

9.1％

27.3％

4.5％

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（1）一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（３０年４月１日現在）

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

（3）ラスパイレス指数の状況

(4)　給与制度の総合的見直しの実施状況について

区分

新庄村
岡山県
国

 類似団体

   37.5 歳
   43.6 歳
   43.5 歳
   40.6 歳

平均年齢

 　260,500 円
   337,722 円
   329,845 円
   294,324 円

平均給料月額

  320,368 円
  411,987 円
     ―        
  333,931 円

  299,481 円
360,319 円
  410,940 円
  323,675 円

平均給与月額 平均給与月額
（国比較ベース）

1級 2級 3級 5級 6級4級

H26.4.1 H27.4.1 H28.4.1 H30.4.1H29.4.1

平成30年度の
構成比

１年前の
構成比

５年前の
構成比
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②その他の見直し内容

管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施。（平成２７年４月１日実施）

（給料表の改定実施時期）平成２７年４月１日
（内容）　一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均2.0％引下げ。激変緩和のため、３年間
　　　　（平成３０年３月３１日まで）の経過措置（現給保障）を実施。

①給料表の見直し
　実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容（未実施の場合には、その理由））

【概要】 国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合
　　　　の見直し等に取り組むとされている。

（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（３０年４月１日現在）
 ① 一般行政職

（2）職員の初任給の状況（３０年４月１日現在）

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（３０年４月１日現在）

95.3 95.6 95.795.5 96.495.895.6 96.3 96.4

90.7
92.0

89.6 89.8
91.6

95.0

新庄村の給与・定員管理等について
❶  総括

❸  一般行政職の級別職員数等の状況

❷  職員の平均給与月額、初任給等の状況

❹  職員の手当の状況

（2）令和元年5月20日発行第447号 広 報 新 庄（3）令和元年5月20日発行 第447号広 報 新 庄



新庄村 類似団体平均 全国町村平均
86
88
90
92
94
96
98

29年度

区　分

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 １号給の
給料月額

最高号給の
給料月額

１級

２級

３級

４級

５級

６級

定型的な業務を行う主事、保育
士、保健師、看護師、栄養士、
歯科衛生士、主事補の職務
高度の知識又は経験を必要と
する業務を行う主事、保育士、
保健師、看護師、栄養士、歯科
衛生士の職務

係長又は主任の職務

課長補佐、主幹の職務

課長、会計管理者、保育所長、
課長補佐の職務
課長、会計管理者、保育所長
の職務

８人

８人

８人

１人

４人

１人

26.7％

26.7％

26.7％

3.3％

13.3％

3.3％

142,600円

192,700円

228,900円

262,000円

288,000円

318,500円

247,100円

303,800円

349,600円

380,600円

392,600円

409,800円

歳 出 額 A 実質収支 人 件 費 B
住民基本
台帳人口

（３０年１月１日）

人件
費率
Ｂ／Ａ

（参考）
28年度の
人件費率

９３０ 人 9.9 ％ ％12.62,577,603 千円 145,125 千円 255,685 千円

（注） １　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は、２９年４月１日現在の人数である。
　　　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員
　　　　数には当該職員を含んでいない。

１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の
職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸
給月額を100として計算した指数。
２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したもので
ある。

給　　与　　費
一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

類似団体
平均一人当たり
給与費

職員手当

18,699 千円

期末･
勤勉手当
30,574 千円

計　Ｂ

126,823 千円 3,963 千円 5,414 千円

給料

32人 77,550 千円

職員数
A

29年度

区分
（参考） （参考）

（注）

区分
大 学 卒
高 校 卒
高 校 卒
中 学 卒

一般行政職

技能労務職

        222,300 円
－　　　
－　　　
－　　　

経験年数10年
－　　　

       309,900 円
－　　　
－　　　

経験年数20年
－
－
－
－

経験年数25年
－
－
－
－

経験年数30年

区分
大 学 卒
高 校 卒
高 校 卒
中 学 卒

一般行政職

技能労務職

179,200 円 
         147,100 円 
         134,200 円 

130,400 円 

新　庄　村
191,900 円
155,000 円
－　　　
－　　　

岡　山　県
       178,200 円 
       146,100 円 

－　　　
－　　　

国

（1）期末手当・勤勉手当

（注）（　　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

（注）１　新庄村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注） 平成１８年に８級制から６級制に変更している。
　　（旧給料表の１級及び２級並びに４級及び
　　　５級をそれぞれ統合）

新　庄　村 岡　山　県 国
1人当たり平均支給額（29年度）
　　　　　　　
（２９年度支給割合）
   期末手当      勤勉手当
　 2.60月分     1.80月分
　(  －  )月分    (  －  )月分

（２９年度支給割合） 
   期末手当       勤勉手当
    2.60 月分      1.80 月分
   (1.45)月分     (1.45 )月分

（２９年度支給割合）         
   期末手当      勤勉手当
    2.60 月分     1.80 月分
   (1.45)月分    (0.85)月分

１，３０２千円
1人当たり平均支給額(29年度)

１，７３９千円 －

3.3％
13.3％
3.3％

26.7％

26.7％

26.7％

9.6％

19.0％

4.8％

19.0％

23.8％

23.8％

9.1％

31.8％

18.2％

9.1％

27.3％

4.5％

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（1）一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（３０年４月１日現在）

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

（3）ラスパイレス指数の状況

(4)　給与制度の総合的見直しの実施状況について

区分

新庄村
岡山県
国

 類似団体

   37.5 歳
   43.6 歳
   43.5 歳
   40.6 歳

平均年齢

 　260,500 円
   337,722 円
   329,845 円
   294,324 円

平均給料月額

  320,368 円
  411,987 円
     ―        
  333,931 円

  299,481 円
360,319 円
  410,940 円
  323,675 円

平均給与月額 平均給与月額
（国比較ベース）

1級 2級 3級 5級 6級4級

H26.4.1 H27.4.1 H28.4.1 H30.4.1H29.4.1

平成30年度の
構成比

１年前の
構成比

５年前の
構成比
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②その他の見直し内容

管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施。（平成２７年４月１日実施）

（給料表の改定実施時期）平成２７年４月１日
（内容）　一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均2.0％引下げ。激変緩和のため、３年間
　　　　（平成３０年３月３１日まで）の経過措置（現給保障）を実施。

①給料表の見直し
　実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容（未実施の場合には、その理由））

【概要】 国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合
　　　　の見直し等に取り組むとされている。

（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（３０年４月１日現在）
 ① 一般行政職

（2）職員の初任給の状況（３０年４月１日現在）

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（３０年４月１日現在）

95.3 95.6 95.795.5 96.495.895.6 96.3 96.4

90.7
92.0

89.6 89.8
91.6

95.0

新庄村の給与・定員管理等について
❶  総括

❸  一般行政職の級別職員数等の状況

❷  職員の平均給与月額、初任給等の状況

❹  職員の手当の状況

（2）令和元年5月20日発行第447号 広 報 新 庄（3）令和元年5月20日発行 第447号広 報 新 庄



広 報 新 庄第435号 平成30年５月18日発行（4）
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　団
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に
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、
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長
、
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彰
で
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日
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協
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章
を
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分
団
長
が
受
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成
30
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初
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行

新
庄
村
消
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団

婦
人
消
防
隊

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

❻ 職員数の状況

❺ 特別職の報酬等の状況(29年4月1日現在) 

（注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

⑴部門別職員数の状況と主な増減理由

合計

公営企会業計等部門普通会計部門

一般行政部門
小計その他水道病院小計消防

部門
教育
部門

村　　　長

副　村　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

村　　　長

副　村　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

村　　　長

副　村　長

給　料　月　額　等
新庄村

（28年度支給割合）4.10月分

（28年度支給割合）3.45月分

　　　（算定方式）   　　　　　　（１期の手当額）   （支給時期）
給与月額×500/100×在職年数　　　12,600,000円　　　 任期毎
給与月額×300/100×在職年数　　　  6,600,000円　　　 任期毎

（参考）類似団体における最高／最低額

区分

区分

給　　料

報　　酬

退職手当

期末手当

部門

数
員
職 － [49人]

－ [49人]

[　　 ]

議会 総務 税務 農林 商工 土木 民生 衛生 計

平成28年

平成29年

対前年増減数

630,000円

550,000円

260,000円

210,000円

190,000円

（630,000円）

（550,000円）

（260,000円）

（210,000円）

（190,000円）

820,000円

667,000円

316,000円

251,000円

230,000円

492,000円

443,000円

176,000円

122,400円

103,000円

1人

1人

9人

9人

1人

1人

2人

2人

 2人

2人

2人

2人

7人

9人

2人

4人

4人

28人

30人

2人

5人

3人

33人

33人

4人

4人

1人

1人

1人

1人

6人

6人

39人

39人

⑶その他の手当（29年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価

扶養手当

住居手当

管理職手当

宿日直手当

通勤手当

月額12,000円を超える家賃を払っている場合、家賃の月額により支給　支給限度額27,000円

管理・監督の地位にある職員に支給　給与月額の5％

1回4,200円

扶養親族のある職員に支給（支給月額）配偶者10,000円、扶養親族たる子8,000円(配偶者がい

ない場合10,000円)、父母等6,500円(配偶者がいない場合1人目9､000円)扶養親族たる子のうち

満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子につき5,000円加算

通勤距離が片道2km以上である職員に支給(支給月額)交通機関等の利用者１カ月の運賃相当額支

給限度額55,000円　自動車等の交通用具使用者は通勤距離区分により支給2,000円～31,600円

新
庄
村
議
会
議
員

選
挙
結
果

手当名 内容及び支給単価

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

月額12,000円を超える家賃を払っている場合、家賃の月額により支給　支給限度額27,000円

管理・監督の地位にある職員に支給給料月額の5％
宿日直手当 1回4,200円

（注）　１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

合計
公営企会業計等部門普通会計部門

一般行政部門
小計その他水道病院小計消防

部門
教育
部門

村　　　長
副　村　長
議　　　長
副　議　長
議　　　員
村　　　長
副　村　長
議　　　長
副　議　長
議　　　員

村　　　長
副　村　長

給　料　月　額　等
新庄村

６３０，０００円
５５０，０００円
２６０，０００円
２１０，０００円
 １９０，０００円

（29年度支給割合）  ４．１０月分

        　　（算定方式）   　　　　　 （１期の手当額）   　（支給時期）
給料月額×500/100×在職年数　　12,600,000円　　   任期ごと
給料月額×300/100×在職年数　　  6,600,000円　　　任期ごと

（29年度支給割合）  ３．４５月分

（６３０，０００円）
（５５０，０００円）
（２６０，０００円）
  （２１０，０００円）

        （１９０，０００円）

        820,000円
667,000円
 316,000円
253,000円
230,000円

498,000円
443,000円
 186,300円
129,600円
109,000円

（参考）類似団体における最高／最低額

区分

区分

給　　料

報　　酬

退職手当

期末手当

部門

職
員
数

1人
1人

9人
8人
△1人

1人
1人

2人
2人

2人
1人

△1人

2人
2人

9人
10人
1人

4人
3人
△1人

30人
28人
△2人

3人
4人
1人

－
－
－

33人
32人
△1人

4人
5人
1人

1人
1人

1人
1人

6人
7人
1人

39人
39人

[49人]
[49人]
[　　]

議会 総務 税務 農林
水産 商工 土木 民生 衛生 計

平成29年
平成30年

対前年増減数

❺  特別職の報酬等の状況（３０年４月１日現在）

❻  職員数の状況

扶養親族のある職員に支給（支給月額）配偶者6,500円、扶養親族たる子10,000円、父母等
6,500円、扶養親族たる子のうち満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子につき
5,000円加算

通勤距離が片道2km以上である職員に支給（支給月額）交通機関等の利用者1カ月の運賃相当額
支給限度額55,000円自動車等の交通用具使用者は通勤距離区分より支給2,000円～31,600円

　

任
期
満
了
に
伴
う
新
庄
村
議
会
議

員
選
挙
が
、
４
月
16
日
告
示
、
21
日

に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結

果
、
次
の
方
が
当
選
と
決
ま
り
ま
し

た
。

（
届
出
順　

敬
称
略
）

 

園 

山  

重 

充
（
60
歳
）
当
選
２
回

 

坂 

本  

英 

典
（
67
歳
）
当
選
２
回

 

清 

川  

秀 

夫
（
57
歳
）
初
当
選

 

足 

羽  

一 

朗
（
78
歳
）
当
選
７
回

 

稲 

田  

泰 

男
（
61
歳
）
当
選
５
回

 

磯 

田  

博 

基
（
70
歳
）
当
選
８
回

 

川 

上  　

 

正
（
80
歳
）
当
選
５
回

 

髙 

田  

利 

治
（
65
歳
）
当
選
２
回

当
日
の
有
権
者
数　

７
７
９
人

　

（
男
３
６
７
人　

女
４
１
２
人
）

投
票
者
数　
　
　
　

６
５
１
人

　

（
男
３
１
３
人　

女
３
３
８
人
）

投
票
率
83
．
57
％

　

（
男
85
．
29
％　

女
82
．
04
％
）

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

　

５
月
８
日
（
水
）
新
庄
村
議
会
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
と
お
り
役

職
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議　
　
　
　

長 

磯 

田 

博 

基

副　

 

議　

 

長 

稲 

田 

泰 

男

総
務
委
員
長 

足 

羽 

一 

朗

副
総
務
委
員
長 

川 

上　

  

正

監
査
委
員
 

園 

山 

重 

充

（
議
会
事
務
局　

辻
）

  

４
月
29
日
（
月
）
、
第
８
回
真
庭

圏
域
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
真
庭
や

ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
庄
村
を
代
表
し
て
自
動
車
ポ
ン
プ

の
部
に
第
３
部
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
本
部
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
惜
し
く
も
上

位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
会
当
日
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、

訓
練
を
継
続
し
て
き
た
選
手
及
び
関

係
者
の
皆
様
、
ま
た
当
日
の
会
場
で

応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
村
議
会
議

員
、
消
防
委
員
、
名
誉
消
防
団
員
、

選
手
家
族
、
消
防
団
員
の
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）

　
　

３
月
25
日
（
月
）
に
創
生
セ
ン

タ
ー
に
て
放
送
番
組
審
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
審
議
会
は
、
放
送
番
組

の
適
正
を
図
る
た
め
に
審
議
す
る
も

の
で
あ
り
、
委
員
さ
ん
か
ら
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
放
送
を
は
じ
め
、
告
知
放

送
や
文
字
放
送
の
改
善
点
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
審
議
会
で
検
討
し
た
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
議
会
放
送
に
総
務
常
任
委
員
会
の

放
送
を
追
加
。

②
文
字
放
送
に
つ
い
て
、
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
。

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
お
い
て
ミ
ニ

番
組
を
作
成
（
写
真
集
を
編
集
し

た
内
容
等
）
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
改
善

し
な
が
ら
放
送
内
容
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。（

総
務
企
画
課　

山
本
）

　

平
成
31
年
第
１
回
区
長
会
を
４
月

25
日
（
木
）
に
創
生
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。
役
場
か
ら
今
年
度
の

一
般
会
計
予
算
概
要
や
主
要
事
業
に

つ
い
て
説
明
し
、
今
後
一
年
間
の
村

の
行
事
と
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

し
ま
し
た
。

今
年
度
区
長
代
表

　
　
　

高
島　

昌
司
氏
（
茅
見
）

副
代
表

　
　
　

前
田　

昌
郎
氏
（
野
土
路
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

辻
）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、29年度に退職した職員に支給された平均額である。  

（2）退職手当（30年４月１日現在）
新庄村
自 己 都 合

応募認定・定年
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置　（割増率２～４５％）　1人当たり平均支給額 　17,420千円

勤続20年
19.6695月分

24.586875月分

勤続25年
28.0395月分
33.27075月分

勤続35年
39.7575月分
47.709月分

最高限度額
47.709月分
47.709月分

国
自 己 都 合

応募認定・定年
その他の加算措置 　定年前早期退職特例措置　（割増率２～４５％）

勤続20年
19.6695月分

24.586875月分

勤続25年
28.0395月分
33.27075月分

勤続35年
39.7575月分
47.709月分

最高限度額
47.709月分
47.709月分

（3）その他の手当（３０年４月１日現在）

議
会
構
成
決
ま
る

放
送
番
組
審
議
会
開
催

区
長
会
開
催

第
８
回
真
庭
圏
域

　
消
防
操
法
訓
練
大
会

（4）令和元年5月20日発行第447号 広 報 新 庄（5）令和元年5月20日発行 第447号広 報 新 庄



広 報 新 庄第435号 平成30年５月18日発行（4）

　４
月
８
日
（
日
）
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
村
内
外
よ
り
多

数
の
来
賓
を
迎
え
て
消
防
初
出
式

が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　本
年
は
４
名
の
方
が
新
入
団
員

と
し
て
入
団
さ
れ
、
代
表
で
船
水

佳
祐
団
員
が
宣
誓
し
ま
し
た
。

　団
長
訓
示
、
村
長
式
辞
に
続
き
、

真
庭
市
消
防
団
長
、
真
庭
市
消
防

本
部
消
防
長
が
挨
拶
さ
れ
、
そ
の

後
、
服
装
・
機
械
器
具
点
検
、
観

閲
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　表
彰
で
は
日
本
消
防
協
会
功
績

章
を
植
田
貴
昭
分
団
長
が
受
章
さ

平
成
30
年

　
初
出
式
挙
行

新
庄
村
消
防
団

婦
人
消
防
隊

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

❻ 職員数の状況

❺ 特別職の報酬等の状況(29年4月1日現在) 

（注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

⑴部門別職員数の状況と主な増減理由

合計

公営企会業計等部門普通会計部門

一般行政部門
小計その他水道病院小計消防

部門
教育
部門

村　　　長

副　村　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

村　　　長

副　村　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

村　　　長

副　村　長

給　料　月　額　等
新庄村

（28年度支給割合）4.10月分

（28年度支給割合）3.45月分

　　　（算定方式）   　　　　　　（１期の手当額）   （支給時期）
給与月額×500/100×在職年数　　　12,600,000円　　　 任期毎
給与月額×300/100×在職年数　　　  6,600,000円　　　 任期毎

（参考）類似団体における最高／最低額

区分

区分

給　　料

報　　酬

退職手当

期末手当

部門

数
員
職 － [49人]

－ [49人]

[　　 ]

議会 総務 税務 農林 商工 土木 民生 衛生 計

平成28年

平成29年

対前年増減数

630,000円

550,000円

260,000円

210,000円

190,000円

（630,000円）

（550,000円）

（260,000円）

（210,000円）

（190,000円）

820,000円

667,000円

316,000円

251,000円

230,000円

492,000円

443,000円

176,000円

122,400円

103,000円

1人

1人

9人

9人

1人

1人

2人

2人

 2人

2人

2人

2人

7人

9人

2人

4人

4人

28人

30人

2人

5人

3人

33人

33人

4人

4人

1人

1人

1人

1人

6人

6人

39人

39人

⑶その他の手当（29年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価

扶養手当

住居手当

管理職手当

宿日直手当

通勤手当

月額12,000円を超える家賃を払っている場合、家賃の月額により支給　支給限度額27,000円

管理・監督の地位にある職員に支給　給与月額の5％

1回4,200円

扶養親族のある職員に支給（支給月額）配偶者10,000円、扶養親族たる子8,000円(配偶者がい

ない場合10,000円)、父母等6,500円(配偶者がいない場合1人目9､000円)扶養親族たる子のうち

満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子につき5,000円加算

通勤距離が片道2km以上である職員に支給(支給月額)交通機関等の利用者１カ月の運賃相当額支

給限度額55,000円　自動車等の交通用具使用者は通勤距離区分により支給2,000円～31,600円

新
庄
村
議
会
議
員

選
挙
結
果

手当名 内容及び支給単価

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

月額12,000円を超える家賃を払っている場合、家賃の月額により支給　支給限度額27,000円

管理・監督の地位にある職員に支給給料月額の5％
宿日直手当 1回4,200円

（注）　１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

合計
公営企会業計等部門普通会計部門

一般行政部門
小計その他水道病院小計消防

部門
教育
部門

村　　　長
副　村　長
議　　　長
副　議　長
議　　　員
村　　　長
副　村　長
議　　　長
副　議　長
議　　　員

村　　　長
副　村　長

給　料　月　額　等
新庄村

６３０，０００円
５５０，０００円
２６０，０００円
２１０，０００円
 １９０，０００円

（29年度支給割合）  ４．１０月分

        　　（算定方式）   　　　　　 （１期の手当額）   　（支給時期）
給料月額×500/100×在職年数　　12,600,000円　　   任期ごと
給料月額×300/100×在職年数　　  6,600,000円　　　任期ごと

（29年度支給割合）  ３．４５月分

（６３０，０００円）
（５５０，０００円）
（２６０，０００円）
  （２１０，０００円）

        （１９０，０００円）

        820,000円
667,000円
 316,000円
253,000円
230,000円

498,000円
443,000円
 186,300円
129,600円
109,000円

（参考）類似団体における最高／最低額

区分

区分

給　　料

報　　酬

退職手当

期末手当

部門

職
員
数

1人
1人

9人
8人
△1人

1人
1人

2人
2人

2人
1人

△1人

2人
2人

9人
10人
1人

4人
3人
△1人

30人
28人
△2人

3人
4人
1人

－
－
－

33人
32人
△1人

4人
5人
1人

1人
1人

1人
1人

6人
7人
1人

39人
39人

[49人]
[49人]
[　　]

議会 総務 税務 農林
水産 商工 土木 民生 衛生 計

平成29年
平成30年

対前年増減数

❺  特別職の報酬等の状況（３０年４月１日現在）

❻  職員数の状況

扶養親族のある職員に支給（支給月額）配偶者6,500円、扶養親族たる子10,000円、父母等
6,500円、扶養親族たる子のうち満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子につき
5,000円加算

通勤距離が片道2km以上である職員に支給（支給月額）交通機関等の利用者1カ月の運賃相当額
支給限度額55,000円自動車等の交通用具使用者は通勤距離区分より支給2,000円～31,600円

　

任
期
満
了
に
伴
う
新
庄
村
議
会
議

員
選
挙
が
、
４
月
16
日
告
示
、
21
日

に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結

果
、
次
の
方
が
当
選
と
決
ま
り
ま
し

た
。

（
届
出
順　

敬
称
略
）

 

園 

山  

重 

充
（
60
歳
）
当
選
２
回

 

坂 

本  

英 

典
（
67
歳
）
当
選
２
回

 

清 

川  

秀 

夫
（
57
歳
）
初
当
選

 

足 

羽  

一 

朗
（
78
歳
）
当
選
７
回

 

稲 

田  

泰 

男
（
61
歳
）
当
選
５
回

 

磯 

田  

博 

基
（
70
歳
）
当
選
８
回

 

川 

上  　

 

正
（
80
歳
）
当
選
５
回

 

髙 

田  

利 

治
（
65
歳
）
当
選
２
回

当
日
の
有
権
者
数　

７
７
９
人

　

（
男
３
６
７
人　

女
４
１
２
人
）

投
票
者
数　
　
　
　

６
５
１
人

　

（
男
３
１
３
人　

女
３
３
８
人
）

投
票
率
83
．
57
％

　

（
男
85
．
29
％　

女
82
．
04
％
）

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

　

５
月
８
日
（
水
）
新
庄
村
議
会
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
と
お
り
役

職
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議　
　
　
　

長 

磯 

田 

博 

基

副　

 

議　

 

長 

稲 

田 

泰 

男

総
務
委
員
長 

足 

羽 

一 

朗

副
総
務
委
員
長 

川 

上　

  

正

監
査
委
員
 

園 

山 

重 

充

（
議
会
事
務
局　

辻
）

  

４
月
29
日
（
月
）
、
第
８
回
真
庭

圏
域
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
真
庭
や

ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
庄
村
を
代
表
し
て
自
動
車
ポ
ン
プ

の
部
に
第
３
部
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
本
部
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
惜
し
く
も
上

位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
会
当
日
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、

訓
練
を
継
続
し
て
き
た
選
手
及
び
関

係
者
の
皆
様
、
ま
た
当
日
の
会
場
で

応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
村
議
会
議

員
、
消
防
委
員
、
名
誉
消
防
団
員
、

選
手
家
族
、
消
防
団
員
の
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）

　
　

３
月
25
日
（
月
）
に
創
生
セ
ン

タ
ー
に
て
放
送
番
組
審
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
審
議
会
は
、
放
送
番
組

の
適
正
を
図
る
た
め
に
審
議
す
る
も

の
で
あ
り
、
委
員
さ
ん
か
ら
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
放
送
を
は
じ
め
、
告
知
放

送
や
文
字
放
送
の
改
善
点
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
審
議
会
で
検
討
し
た
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
議
会
放
送
に
総
務
常
任
委
員
会
の

放
送
を
追
加
。

②
文
字
放
送
に
つ
い
て
、
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
。

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
お
い
て
ミ
ニ

番
組
を
作
成
（
写
真
集
を
編
集
し

た
内
容
等
）
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
改
善

し
な
が
ら
放
送
内
容
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。（

総
務
企
画
課　

山
本
）

　

平
成
31
年
第
１
回
区
長
会
を
４
月

25
日
（
木
）
に
創
生
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。
役
場
か
ら
今
年
度
の

一
般
会
計
予
算
概
要
や
主
要
事
業
に

つ
い
て
説
明
し
、
今
後
一
年
間
の
村

の
行
事
と
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

し
ま
し
た
。

今
年
度
区
長
代
表

　
　
　

高
島　

昌
司
氏
（
茅
見
）

副
代
表

　
　
　

前
田　

昌
郎
氏
（
野
土
路
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

辻
）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、29年度に退職した職員に支給された平均額である。  

（2）退職手当（30年４月１日現在）
新庄村
自 己 都 合

応募認定・定年
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置　（割増率２～４５％）　1人当たり平均支給額 　17,420千円

勤続20年
19.6695月分

24.586875月分

勤続25年
28.0395月分
33.27075月分

勤続35年
39.7575月分
47.709月分

最高限度額
47.709月分
47.709月分

国
自 己 都 合

応募認定・定年
その他の加算措置 　定年前早期退職特例措置　（割増率２～４５％）

勤続20年
19.6695月分

24.586875月分

勤続25年
28.0395月分
33.27075月分

勤続35年
39.7575月分
47.709月分

最高限度額
47.709月分
47.709月分

（3）その他の手当（３０年４月１日現在）

議
会
構
成
決
ま
る

放
送
番
組
審
議
会
開
催

区
長
会
開
催

第
８
回
真
庭
圏
域

　
消
防
操
法
訓
練
大
会

（4）令和元年5月20日発行第447号 広 報 新 庄（5）令和元年5月20日発行 第447号広 報 新 庄



　

３
月
20
日
（
水
）
、
公
民
館
で
水
生

生
物
調
査
結
果
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
調
査
は
、
田
井
・
田
中
・

梨
瀬
・
鍛
冶
屋
・
宝
田
エ
リ
ア
を
対
象

に
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
委
託
先
で
あ
る
岡
山

県
環
境
保
全
事
業
団
の
香
川
氏
か
ら
、

今
回
の
調
査
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
河
川
水
質
の
良
好
性
を
表

す
平
均
ス
コ
ア
に
つ
い
て
、
新
庄
川

上
・
下
流
及
び
田
井
川
上
流
で
は
「
と

て
も
良
い
」
、
宝
田
川
で
は
「
と
て
も

良
い
」
〜
「
良
好
」
、
田
井
川
下
流
及

び
宝
田
川
支
流
で
は
「
良
好
」
と
の
評

価
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
「
良
好
」
と
さ

れ
た
２
地
点
に
つ
い
て
は
、
田
井
川
下

流
は
直
線
的
な
用
水
路
で
あ
り
河
床
は

砂
が
薄
く
堆
積
し
て
い
る
状
態
、
宝
田

川
支
流
は
湿
地
内
の
細
流
で
河
床
は
泥

で
あ
り
、
カ
ゲ
ロ
ウ
、
カ
ワ
ゲ
ラ
、
ト

ビ
ケ
ラ
類
が
生
息
し
に
く
い
環
境
で
あ

る
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
宝
田
川
支
流

地
点
は
両
生
類
の
確
認
種
数
が
最
も
多

く
、
良
好
な
生
態
系
が
保
た
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

続
い
て
、
小
林
調
査
員
か
ら
、
ホ
タ

ル
分
布
調
査
と
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

調
査
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
の
分
布
調
査
は
、
今
年
度
は

調
査
日
が
大
雨
等
で
実
施
で
き
ず
、
デ

ー
タ
不
足
の
為
、
来
年
度
に
持
ち
越
し

ま
し
た
。

　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
調
査
は
、
昨

年
５
月
〜
７
月
に
新
庄
川
と
野
土
路
川

で
実
施
し
、
合
計
７
頭
を
確
認
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
庄
村
に
は

生
息
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
調
査
の
許
可
が
得
ら
れ
ず
、

触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
、
雌
雄
の
別

や
実
測
は
で
き
ま
せ
ん
し
た
。

　

続
い
て
、
山
本
調
査
員
に
よ
る
小
話

で
、
川
は
た
く
さ
ん
の
命
を
育
ん
で
く

れ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
恩
恵
を
受
け

続
け
る
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
な
ど
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、

毎
回
人
気
の
森
本
調
査
員
に
よ
る
「
観

察
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
土
用
・
高
下
・
中
谷
地

区
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。
ホ
タ
ル
調

査
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
総
務
企
画
課 

辻
）

　

３
月
22
日
（
金
）
に
創
生
セ
ン
タ
ー

で
自
然
保
護
審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
庄
自
然
公
園
計
画
案
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
策
定
部
会
を
設
け
、

座
長
に
西
本
孝
氏
を
お
願
い
し
、
村
内

か
ら
、
林
業
、
農
業
、
保
護
活
動
な
ど

に
関
わ
ら
れ
て
い
る
方
に
委
員
を
委
嘱

し
、
課
題
の
認
識
か
ら
原
因
に
つ
い
て

検
討
し
、
そ
こ
か
ら
対
策
案
を
考
え
ま

し
た
。
半
年
か
け
て
ま
と
め
た
案
を
審

議
会
で
さ
ら
に
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
村
内
の
皆
様
へ
も
写
真
入
り

の
普
及
版
を
作
成
し
、
配
付
予
定
で
す
。

（
総
務
企
画
課　

辻
）

　

４
月
27
日
（
土
）
28
日
（
日
）
の
２

日
間
、
東
京
・
両
国
エ
リ
ア
一
帯
を
会

場
に
し
て
行
わ
れ
た
「
両
国
に
ぎ
わ
い

祭
り
２
０
１
９
」
に
出
店
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
「
ひ
め
の
も
ち
大

使
」
に
就
任
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
元

横
綱
・
大
乃
国
関
、
現
芝
田
山
親
方
よ

り
お
引
き
合
い
を
い
た
だ
き
、
今
年
で

３
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
両
国
国
技
館
で
四
人
搗
き
に

よ
る
餅
の
実
演
販
売
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
に
お
並
び
を
い

た
だ
き
、
つ
い
た
餅
は
即
完
売
。
途
中
、

芝
田
山
親
方
に
も
餅
つ
き
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

丸
い
白
餅
と
「
白
星
」
、
ま
た
ひ
め

の
も
ち
自
慢
の
「
粘
り
と
コ
シ
」
に
掛

け
て
、
角
界
の
縁
起
物
と
し
て
、
ひ
め

の
も
ち
の
新
商
品
「
力
餅
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

前
田
）

水
生
生
物
調
査
結
果
報
告
会

両
国
に
ぎ
わ
い
祭
り

　
　
　
２
０
１
９
に
出
店

新
庄
村
自
然
保
護

　
　
　
　

審
議
会
開
催

（6）令和元年5月20日発行第447号 広 報 新 庄（7）令和元年5月20日発行 第447号広 報 新 庄



　

新
庄
村
の
将
来
像
を
描
く
に
あ
た

り
、
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
「
が

い
せ
ん
桜
」
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

が
い
せ
ん
桜
通
り
の
無
電
柱
化
に

つ
い
て
は
、
中
止
で
は
な
く
、
今
後
、

手
法
も
含
め
て
再
度
時
間
を
か
け
、

新
た
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
が
い
せ
ん
桜
通
り
の

無
電
柱
化
に
つ
い
て
は
、
通
り
へ
の

電
線
地
中
化
を
中
心
と
す
る
「
都
市

再
生
整
備
計
画
」
と
し
て
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
事
業

は
課
題
も
残
り
中
止
す
る
方
向
と
し
、

今
年
度
は
、
国
や
県
に
対
し
、
こ
の

整
備
計
画
を
正
式
に
取
り
下
げ
る
手

続
き
を
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」

に
か
か
る
審
議
会
を
、
3
月
30
日

（
月
）
に
開
催
し
、
こ
の
中
で
小
倉

村
長
は
、
「
今
の
事
業
に
は
賛
否
両

論
が
あ
り
、
民
意
が
十
分
得
ら
れ
て

い
な
い
状
況
の
中
で
は
す
す
め
ら
れ

な
い
。
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
説
明

が
な
い
中
で
事
業
が　

新
庄
村
の
将

来
像
を
描
く
に
あ
た
り
、
重
要
な
観

光
資
源
で
あ
る
「
が
い
せ
ん
桜
」
の

存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

が
い
せ
ん
桜
通
り
の
無
電
柱
化
に

つ
い
て
は
、
中
止
で
は
な
く
、
今
後
、

手
法
も
含
め
て
再
度
時
間
を
か
け
、

新
た
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
が
い
せ
ん
桜
通
り
の

無
電
柱
化
に
つ
い
て
は
、
通
り
へ
の

電
線
地
中
化
を
中
心
と
す
る
「
都
市

再
生
整
備
計
画
」
と
し
て
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
事
業

は
課
題
も
残
り
中
止
す
る
方
向
と
し
、

今
年
度
は
、
国
や
県
に
対
し
、
こ
の

整
備
計
画
を
正
式
に
取
り
下
げ
る
手

続
き
を
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」

に
か
か
る
審
議
会
を
、
3
月
30
日

（
月
）
に
開
催
し
、
こ
の
中
で
小
倉

村
長
は
、
「
今
の
事
業
に
は
賛
否
両

論
が
あ
り
、
民
意
が
十
分
得
ら
れ
て

い
な
い
状
況
の
中
で
は
す
す
め
ら
れ

な
い
。
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
説
明

が
な
い
中
で
事
業
が　

新
庄
村
の
将

来
像
を
描
く
に
あ
た
り
、
重
要
な
観

光
資
源
で
あ
る
「
が
い
せ
ん
桜
」
の

存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

が
い
せ
ん
桜
通
り
の
無
電
柱
化
に

つ
い
て
は
、
中
止
で
は
な
く
、
今
後
、

手
法
も
含
め
て
再
度
時
間
を
か
け
、

新
た
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
が
い
せ
ん
桜
通
り
の

無
電
柱
化
に
つ
い
て
は
、
通
り
へ
の

電
線
地
中
化
を
中
心
と
す
る
「
都
市

再
生
整
備
計
画
」
と
し
て
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
事
業

は
課
題
も
残
り
中
止
す
る
方
向
と
し
、

今
年
度
は
、
国
や
県
に
対
し
、
こ
の

整
備
計
画
を
正
式
に
取
り
下
げ
る
手

続
き
を
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」

に
か
か
る
審
議
会
を
、
3
月
30
日

（
月
）
に
開
催
し
、
こ
の
中
で
小
倉

村
長
は
、
「
今
の
事
業
に
は
賛
否
両

論
が
あ
り
、
民
意
が
十
分
得
ら
れ
て

い
な
い
状
況
の
中
で
は
す
す
め
ら
れ

な
い
。
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
説
明

が
な
い
中
で
事
業
が　

新
庄
村
の
将

来
像
を
描
く
に
あ
た
り
、
重
要
な
観

光
資
源
で
あ
る
「
が
い
せ
ん
桜
」
の

存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

が
い
せ
ん
桜
通
り
の
無
電
柱
化
に

つ
い
て
は
、
中
止
で
は
な
く
、
今
後
、

手
法
も
含
め
て
再
度
時
間
を
か
け
、

新
た
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
が
い
せ
ん
桜
通
り
の

無
電
柱
化
に
つ
い
て
は
、
通
り
へ
の

電
線
地
中
化
を
中
心
と
す
る
「
都
市

再
生
整
備
計
画
」
と
し
て
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
事
業

は
課
題
も
残
り
中
止
す
る
方
向
と
し
、

今
年
度
は
、
国
や
県
に
対
し
、
こ
の

整
備
計
画
を
正
式
に
取
り
下
げ
る
手

続
き
を
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」

に
か
か
る
審
議
会
を
、
3
月
30
日

（
月
）
に
開
催
し
、
こ
の
中
で
小
倉

村
長
は
、
「
今
の
事
業
に
は
賛
否
両

論
が
あ
り
、
民
意
が
十
分
得
ら
れ
て

い
な
い
状
況
の
中
で
は
す
す
め
ら
れ

な
い
。
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
説
明

が
な
い
中
で
事
業
が　

新
庄
村
の
将

来
像
を
描
く
に
あ
た
り
、
重
要
な
観

光
資
源
で
あ
る
「
が
い
せ
ん
桜
」
の

存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

が
い
せ
ん
桜
通
り
の
無
電
柱
化
に

つ
い
て
は
、
中
止
で
は
な
く
、
今
後
、

手
法
も
含
め
て
再
度
時
間
を
か
け
、

新
た
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
が
い
せ
ん
桜
通
り
の

無
電
柱
化
に
つ
い
て
は
、
通
り
へ
の

　

４
月
14
日
（
日
）
が
い
せ
ん
桜
通
り
を
会

場
に
「
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り
２
０
１
９
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

４
月
は
全
国
的
に
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た

が
、
新
庄
村
は
４
月
８
日
に
開
花
宣
言
、
そ

し
て
18
日
に
満
開
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
と
な

り
ま
し
た
が
、
新
庄
小
学
校
５
・
６
年
生
に

よ
る
傘
踊
り
、
備
州
岡
山
鉄
砲
隊
の
火
縄
銃

砲
術
演
舞
、
早
川
太
鼓
の
演
奏
、
村
内
有
志

の
子
ど
も
ら
に
よ
る
新
庄
田
植
え
唄
の
披
露

な
ど
多
く
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

期
間
中
は
お
よ
そ
40
店
舗
の
出
店
が
あ
り
、

訪
れ
た
約
１
万
人
の
花
見
客
は
、
各
々
の
お

店
自
慢
の
春
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
日

間
に
わ
た
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
に
よ
る
が
い

せ
ん
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
、
こ
ち
ら

も
写
真
愛
好
家
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
た
い
へ

ん
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

が
い
せ
ん
桜
通
り
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
電

力
供
給
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
年
で

７
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期

間
中
に
は
昨
年
に
続
い
て
成
年
団
に
よ
る
杵

つ
き
餅
入
り
ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い
も
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
お
越
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
に
開
花
の
期
間
も
長
く
、
花
見

客
で
道
路
が
混
雑
す
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り

ま
し
た
が
、
村
内
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
無
事
に
終
わ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

反
省
会
で
の
ご
意
見
も
参
考
に
よ
り
良
い

祭
り
に
す
べ
く
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
来
年
も
引
き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

（
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

がいせん桜まつり２０１９がいせん桜まつり２０１９
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「
早
春
の
毛
無
山
の

　
動
植
物 

自
然
観
察
会
」

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催

「
早
春
の
毛
無
山
の

　
動
植
物 

自
然
観
察
会
」

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催

「
さ
く
ら
功
労
者
」を
受
賞

「
さ
く
ら
功
労
者
」を
受
賞

「
人
権
の
花
運
動
」

   

花
の
種
な
ど
の
贈
呈
式

「
人
権
の
花
運
動
」

   

花
の
種
な
ど
の
贈
呈
式

新
庄
村
小
中一貫
教
育
校

　
　
　
　
開
校
記
念
式
典

新
庄
村
小
中一貫
教
育
校

　
　
　
　
開
校
記
念
式
典

道
の
駅
１
周
年
記
念
祭

道
の
駅
１
周
年
記
念
祭

い
。

　
　
　
　

（
産
業
建
設
課　

前
田
）

　

４
月
28
日
（
日
）
新
庄
村
森
林
セ

ラ
ピ
ー
協
議
会
と
*Ｎ
Ｏ
Ｉ
岡
山
と

の
共
催
に
よ
る
「
早
春
の
毛
無
山
の

動
植
物 

自
然
観
察
会
」
が
開
催
さ
れ
、

村
内
外
か
ら
計
26
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｉ
岡
山
の
西
本
孝
指
導
員
の

案
内
の
も
と
、
新
緑
が
芽
吹
き
は
じ

め
た
毛
無
山
の
３
合
目
ま
で
の
道
の

り
を
歩
き
ま
し
た
。

　

カ
タ
ク
リ
の
開
花
時
期
と
重
な
り

大
変
多
く
の
登
山
客
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
が
、
観
察
会
で
は
普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
動
植
物
の
観
察
を

し
、
早
春
の
毛
無
山
の
自
然
を
じ
っ

く
り
と
味
わ
い
ま
し
た
。

　

身
近
な
自
然
か
ら
の
新
鮮
な
発
見

の
連
続
に
、
参
加
者
か
ら
は
「
自
然

の
奥
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま

し
た
」
な
ど
、
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

 

*自
然
保
護
協
会
自
然
観
察
指
導
員
岡
山
連
絡
会

（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
協
議
会
事
務
局
）

　

４
月
６
日
（
土
）
、
昨
年
の
４
月

４
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

し
た
道
の
駅
「
が
い
せ
ん
桜 

新
庄

宿
」
の
１
周
年
記
念
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
ひ
め
の
も
ち
セ
ー
ル
を
開

催
し
た
り
、
美
作
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
の
記
念
演
奏
や
餅
ま
き
、
芋
煮
の

提
供
や
つ
き
た
て
餅
の
販
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
村
内

外
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
道
の
駅
に
お
客
さ

ま
か
ら
も
「
清
潔
で
広
々
と
し
て
見

て
い
て
も
気
持
ち
良
い
店
」
「
村
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
見
や
す
く
て
良
い
」

な
ど
嬉
し
い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
し
だ
れ
桜
通
り
を
会

場
に
「
ベ
ッ
キ
オ
バ
ン
ビ
ー
ノ
２
０

１
９
」
も
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
昭

和
47
年
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
製
造

さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
約
90
台
が
ず
ら
り
と
並
び
ま

し
た
。
今
回
は
が
い
せ
ん
桜
通
り
に

も
約
15
台
並
び
ま
し
た
。
町
並
み
、

桜
と
見
事
に
調
和
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
に
多
数
の
お
客
さ
ま
が
興
味
深

そ
う
に
車
列
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
道
の
駅
「
が
い
せ
ん
桜 

新
庄
宿
」
の
取
組
に
ご
期
待
く
だ
さ

　

新
庄
村
は
こ
の
度
、
財
団
法
人
日

本
さ
く
ら
の
会
か
ら
、
桜
の
保
存
、

愛
護
や
育
成
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た

「
さ
く
ら
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

が
い
せ
ん
桜
は
日
露
戦
争
の
戦
勝

記
念
と
し
て
植
樹
さ
れ
、
今
日
ま
で

地
域
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
大
切

に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
出
雲

街
道
新
庄
宿
町
つ
く
り
の
会
に
よ
る

さ
く
ら
募
金
と
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

実
行
委
員
会
に
よ
る
桜
募
金
を
活
用

し
た
延
命
保
存
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

（
産
業
建
設
課　

前
田
）

　

４
月
26
日
（
金
）
、
岩
﨑
政
則
津
山

教
育
事
務
所
長
様
、
三
村
由
香
里
岡
山

大
学
教
育
学
部
長
様
を
は
じ
め
、
村
内

外
か
ら
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
、
保
護

者
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
に
ご
臨
席
を

賜
り
、
待
望
の
新
庄
村
小
中
一
貫
教
育

校
開
校
記
念
式
典
を
小
学
校
体
育
館
で

行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
代
表
と

し
て
、
千
葉
有
里
さ
ん
（
小
学
６
年

生
）
、
安
達
雷
斐
さ
ん
（
中
学
３
年

生
）
が
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
夢
と

希
望
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
石
倉
教
育
長
か
ら
小
・
中
学
校

長
に
向
け
て
小
中
一
貫
教
育
校
と
し
て

の
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
合
唱
で
はsing a song

新
庄
村
の
作
詞
・
作
曲
を
さ
れ
た
歌
手

のm
im
ika

さ
ん
や
コ
ー
ラ
ス
新
庄
の
皆

さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
元
気

な
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　

学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「
夢
や
希
望

を
も
ち
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る

新
庄
っ
子
の
育
成
」
に
向
け
て
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

   　
　

 

（
教
育
委
員
会　

山
田
）

　

4
月
22
日
（
月
）
、
新
庄
小
学
校

に
て
、
「
人
権
の
花
運
動
」
の
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
人
権
の
花
運
動
」
は
、
児
童
が

花
の
種
を
協
力
し
て
育
て
る
こ
と
を

通
じ
て
命
の
大
切
さ
を
学
び
、
人
に

対
す
る
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
ん

で
も
ら
お
う
と
、
法
務
省
が
昭
和
57

年
か
ら
進
め
て
い
る
運
動
で
す
。

　

贈
呈
式
に
は
新
庄
小
学
校
の
全
児

童
が
参
加
し
、
新
庄
村
人
権
擁
護
委

員
・
津
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
か

ら
、
花
の
種
や
プ
ラ
ン
タ
ー
等
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
代
表
が
「
今

日
は
来
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
切
に
育
て
ま

す
。
」
と
挨
拶
し
、
笑
顔
で
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

　

6
月
に
は
、
人
権
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
の

岡
山
湯
郷
ベ
ル
を
お
招
き
し
、
「
人

権
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、
新
庄

小
学
校
の
皆
さ
ん
に
、
人
権
の
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

山
田
）

今
月
の
俳
句
　
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

新
庄
宿
平
成
最
後
の
花
盛
り 

田
中
　
寛
一

春
め
き
て
届
い
た
友
の
釘
煮
か
な 

大
月
　
幸
子

花
は
葉
に
女
は
無
口
に
戻
り
け
り 

湯
浅
　
芳
郎

県
北
を
あ
か
し
が
い
せ
ん
の
桜
か
な 

宇
田
　
弘
通

春
空
の
果
て
に
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
あ
り 

金
盛
　
啓
子

平成30年度じげおこし事業の取り組みをお知らせします平成30年度じげおこし事業の取り組みをお知らせします
地区名 事　　業　　内　　容 地区名

野土路

高　下

中　谷

浦　手

梨　瀬

大　原

滝の尻

田　浪

二ツ橋

戸　島

田　井

田　中

鍛冶屋

幸　町

上　町

本　町

中　町

東　町

西　町

旭　町

茅　見

大　所

田中住宅

カケ住宅

事　　業　　内　　容
大山咋神社、伊勢の宮神社の春祭・秋祭、緑と花いっぱい
運動、愛宕祭り、クリーン作戦、地区初寄合、地区研修旅行

緑と花いっぱい運動、河川清掃、宇賀神社清掃

中谷秋・春祭り、黒観音堂清掃作業、公民館周辺清
掃作業
夏祈祷、春祈祷、山の神水路清掃、緑と花いっぱい
運動、地区親睦会
薬師堂夏祈祷、公民館清掃、笠抜水路清掃、御鴨
神社春祈祷、初寄合
梅林手入れ、愛宕祭り・秋季荒神祭り、新年お日待ち、
春季荒神祭り

河川清掃、愛宕宮祭り、山の神清掃、クリーン作戦

毛無山祭り、綱打、観音堂祭り、田浪神社春祭り

愛宕山祭、中山線もみじ下草刈り、山の神秋・春祭

地区内清掃活動、小中学生通学路の草刈り、公民
館周辺草刈り清掃作業、地区懇親会
田井川清掃、石仏様草取り清掃、龍王神社周辺の
草刈り、龍王神社祭り
防災訓練参加、新庄神社清掃・夏祈祷、諏訪神社・
八幡荒神社清掃・秋祭り・初祈祷、水路清掃

地区内川清掃、納涼祭、山の神祭り、道なおし

地区花見、夏祈祷、緑と花いっぱい事業、公民館清
掃、新庄川・戸島川清掃
クリーン作戦、地区内清掃活動、花見会、緑と花いっ
ぱい事業、夏祈祷、河川草刈り・草焼き
チャレンジデー、防災訓練、緑と花いっぱい事業、地
区内イルミネーション、とんど祭り、新年会
がいせん桜通りの清掃作業、地区空き家を含めた除
雪作業
愛宕山水源地清掃活動、とんどさん、地区親睦会、
新庄川町裏ゴミ拾い

水路清掃、地区親睦会

緑と花いっぱい運動、河川草刈り、地区内水路清掃

隼鷹祭り、荒神・山の神周辺清掃

三面水路清掃、河川草刈り、公民館清掃

住宅内草刈り、庭木の剪定

住宅周辺の草刈り、クリーン作戦、新年会
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記
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典
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教
育
校

　
　
　
　
開
校
記
念
式
典

道
の
駅
１
周
年
記
念
祭

道
の
駅
１
周
年
記
念
祭

い
。

　
　
　
　

（
産
業
建
設
課　

前
田
）

　

４
月
28
日
（
日
）
新
庄
村
森
林
セ

ラ
ピ
ー
協
議
会
と
*Ｎ
Ｏ
Ｉ
岡
山
と

の
共
催
に
よ
る
「
早
春
の
毛
無
山
の

動
植
物 

自
然
観
察
会
」
が
開
催
さ
れ
、

村
内
外
か
ら
計
26
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｉ
岡
山
の
西
本
孝
指
導
員
の

案
内
の
も
と
、
新
緑
が
芽
吹
き
は
じ

め
た
毛
無
山
の
３
合
目
ま
で
の
道
の

り
を
歩
き
ま
し
た
。

　

カ
タ
ク
リ
の
開
花
時
期
と
重
な
り

大
変
多
く
の
登
山
客
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
が
、
観
察
会
で
は
普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
動
植
物
の
観
察
を

し
、
早
春
の
毛
無
山
の
自
然
を
じ
っ

く
り
と
味
わ
い
ま
し
た
。

　

身
近
な
自
然
か
ら
の
新
鮮
な
発
見

の
連
続
に
、
参
加
者
か
ら
は
「
自
然

の
奥
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま

し
た
」
な
ど
、
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

 

*自
然
保
護
協
会
自
然
観
察
指
導
員
岡
山
連
絡
会

（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
協
議
会
事
務
局
）

　

４
月
６
日
（
土
）
、
昨
年
の
４
月

４
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

し
た
道
の
駅
「
が
い
せ
ん
桜 

新
庄

宿
」
の
１
周
年
記
念
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
ひ
め
の
も
ち
セ
ー
ル
を
開

催
し
た
り
、
美
作
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
の
記
念
演
奏
や
餅
ま
き
、
芋
煮
の

提
供
や
つ
き
た
て
餅
の
販
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
村
内

外
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
道
の
駅
に
お
客
さ

ま
か
ら
も
「
清
潔
で
広
々
と
し
て
見

て
い
て
も
気
持
ち
良
い
店
」
「
村
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
見
や
す
く
て
良
い
」

な
ど
嬉
し
い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
し
だ
れ
桜
通
り
を
会

場
に
「
ベ
ッ
キ
オ
バ
ン
ビ
ー
ノ
２
０

１
９
」
も
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
昭

和
47
年
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
製
造

さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
約
90
台
が
ず
ら
り
と
並
び
ま

し
た
。
今
回
は
が
い
せ
ん
桜
通
り
に

も
約
15
台
並
び
ま
し
た
。
町
並
み
、

桜
と
見
事
に
調
和
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
に
多
数
の
お
客
さ
ま
が
興
味
深

そ
う
に
車
列
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
道
の
駅
「
が
い
せ
ん
桜 

新
庄
宿
」
の
取
組
に
ご
期
待
く
だ
さ

　

新
庄
村
は
こ
の
度
、
財
団
法
人
日

本
さ
く
ら
の
会
か
ら
、
桜
の
保
存
、

愛
護
や
育
成
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た

「
さ
く
ら
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

が
い
せ
ん
桜
は
日
露
戦
争
の
戦
勝

記
念
と
し
て
植
樹
さ
れ
、
今
日
ま
で

地
域
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
大
切

に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
出
雲

街
道
新
庄
宿
町
つ
く
り
の
会
に
よ
る

さ
く
ら
募
金
と
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

実
行
委
員
会
に
よ
る
桜
募
金
を
活
用

し
た
延
命
保
存
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

（
産
業
建
設
課　

前
田
）

　

４
月
26
日
（
金
）
、
岩
﨑
政
則
津
山

教
育
事
務
所
長
様
、
三
村
由
香
里
岡
山

大
学
教
育
学
部
長
様
を
は
じ
め
、
村
内

外
か
ら
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
、
保
護

者
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
に
ご
臨
席
を

賜
り
、
待
望
の
新
庄
村
小
中
一
貫
教
育

校
開
校
記
念
式
典
を
小
学
校
体
育
館
で

行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
代
表
と

し
て
、
千
葉
有
里
さ
ん
（
小
学
６
年

生
）
、
安
達
雷
斐
さ
ん
（
中
学
３
年

生
）
が
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
夢
と

希
望
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
石
倉
教
育
長
か
ら
小
・
中
学
校

長
に
向
け
て
小
中
一
貫
教
育
校
と
し
て

の
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
合
唱
で
はsing a song

新
庄
村
の
作
詞
・
作
曲
を
さ
れ
た
歌
手

のm
im
ika

さ
ん
や
コ
ー
ラ
ス
新
庄
の
皆

さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
元
気

な
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　

学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「
夢
や
希
望

を
も
ち
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る

新
庄
っ
子
の
育
成
」
に
向
け
て
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

   　
　

 

（
教
育
委
員
会　

山
田
）

　

4
月
22
日
（
月
）
、
新
庄
小
学
校

に
て
、
「
人
権
の
花
運
動
」
の
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
人
権
の
花
運
動
」
は
、
児
童
が

花
の
種
を
協
力
し
て
育
て
る
こ
と
を

通
じ
て
命
の
大
切
さ
を
学
び
、
人
に

対
す
る
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
ん

で
も
ら
お
う
と
、
法
務
省
が
昭
和
57

年
か
ら
進
め
て
い
る
運
動
で
す
。

　

贈
呈
式
に
は
新
庄
小
学
校
の
全
児

童
が
参
加
し
、
新
庄
村
人
権
擁
護
委

員
・
津
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
か

ら
、
花
の
種
や
プ
ラ
ン
タ
ー
等
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
代
表
が
「
今

日
は
来
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
切
に
育
て
ま

す
。
」
と
挨
拶
し
、
笑
顔
で
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

　

6
月
に
は
、
人
権
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
の

岡
山
湯
郷
ベ
ル
を
お
招
き
し
、
「
人

権
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、
新
庄

小
学
校
の
皆
さ
ん
に
、
人
権
の
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

山
田
）

今
月
の
俳
句
　
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

新
庄
宿
平
成
最
後
の
花
盛
り 

田
中
　
寛
一

春
め
き
て
届
い
た
友
の
釘
煮
か
な 

大
月
　
幸
子

花
は
葉
に
女
は
無
口
に
戻
り
け
り 

湯
浅
　
芳
郎

県
北
を
あ
か
し
が
い
せ
ん
の
桜
か
な 

宇
田
　
弘
通

春
空
の
果
て
に
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
あ
り 

金
盛
　
啓
子

平成30年度じげおこし事業の取り組みをお知らせします平成30年度じげおこし事業の取り組みをお知らせします
地区名 事　　業　　内　　容 地区名

野土路

高　下

中　谷

浦　手

梨　瀬

大　原

滝の尻

田　浪

二ツ橋

戸　島

田　井

田　中

鍛冶屋

幸　町

上　町

本　町

中　町

東　町

西　町

旭　町

茅　見

大　所

田中住宅

カケ住宅

事　　業　　内　　容
大山咋神社、伊勢の宮神社の春祭・秋祭、緑と花いっぱい
運動、愛宕祭り、クリーン作戦、地区初寄合、地区研修旅行

緑と花いっぱい運動、河川清掃、宇賀神社清掃

中谷秋・春祭り、黒観音堂清掃作業、公民館周辺清
掃作業
夏祈祷、春祈祷、山の神水路清掃、緑と花いっぱい
運動、地区親睦会
薬師堂夏祈祷、公民館清掃、笠抜水路清掃、御鴨
神社春祈祷、初寄合
梅林手入れ、愛宕祭り・秋季荒神祭り、新年お日待ち、
春季荒神祭り

河川清掃、愛宕宮祭り、山の神清掃、クリーン作戦

毛無山祭り、綱打、観音堂祭り、田浪神社春祭り

愛宕山祭、中山線もみじ下草刈り、山の神秋・春祭

地区内清掃活動、小中学生通学路の草刈り、公民
館周辺草刈り清掃作業、地区懇親会
田井川清掃、石仏様草取り清掃、龍王神社周辺の
草刈り、龍王神社祭り
防災訓練参加、新庄神社清掃・夏祈祷、諏訪神社・
八幡荒神社清掃・秋祭り・初祈祷、水路清掃

地区内川清掃、納涼祭、山の神祭り、道なおし

地区花見、夏祈祷、緑と花いっぱい事業、公民館清
掃、新庄川・戸島川清掃
クリーン作戦、地区内清掃活動、花見会、緑と花いっ
ぱい事業、夏祈祷、河川草刈り・草焼き
チャレンジデー、防災訓練、緑と花いっぱい事業、地
区内イルミネーション、とんど祭り、新年会
がいせん桜通りの清掃作業、地区空き家を含めた除
雪作業
愛宕山水源地清掃活動、とんどさん、地区親睦会、
新庄川町裏ゴミ拾い

水路清掃、地区親睦会

緑と花いっぱい運動、河川草刈り、地区内水路清掃

隼鷹祭り、荒神・山の神周辺清掃

三面水路清掃、河川草刈り、公民館清掃

住宅内草刈り、庭木の剪定

住宅周辺の草刈り、クリーン作戦、新年会
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年  

金  

相  

談

　

今
年
も
５
月
最
終
水
曜
日
に
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
９
」
が

全
国
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
実
施
日
】

　

５
月
29
日
（
水
）

【
対
戦
相
手
】

　

秋
田
県　

東
成
瀬
村

【
ル
ー
ル
】

　

５
月
29
日
（
水
）
午
前
０
時
か
ら

午
後
９
時
の
間
に
、
15
分
間
以
上
続

け
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
人
の

参
加
率
を
自
治
体
間
で
競
い
ま
す
。

対
戦
に
敗
れ
た
自
治
体
は
、
相
手
の

自
治
体
旗
を
庁
舎
に
１
週
間
掲
げ
ま

す
。

　

新
庄
村
で
は
恒
例
の
早
朝
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
は
じ
め
、
多
彩
な
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
予
定
で
す
。
運
動
す
る
場

所
が
村
内
で
あ
れ
ば
、
村
民
の
方
に

限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
親
戚
や
ご
友
人
に
も

お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
健
康
増
進
と

と
も
に
、
参
加
率
日
本
一
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　

当
日
、
運
動
さ
れ
た
方
は
人
数
を

カ
ウ
ン
ト
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

教
育
委
員
会
ま
で
報
告
し
て
く
だ
さ

い
。
（
報
告
は
当
日
午
後
９
時
半
に

締
切
）
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

　

６
月
２
日
（
日
）
に
毛
無
山
山
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

山
ま
つ
り
は
毛
無
山
の
山
開
き
に

も
位
置
づ
け
ら
れ
、
夏
山
の
安
全
祈

願
を
行
い
ま
す
。

　

10
時
〜
森
林
セ
ラ
ピ
ー
散
策

　
　
　
　

（
村
内
の
方
は
無
料
）

　

10
時
30
分
〜
護
摩
法
要
、
ご
り
や

　
　
　
　
　
　

く
餅
配
布

　

12
時
〜
森
の
コ
ー
ラ
ス
、
美
作
高

　
　
　
　

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

　
　
　
　

ほ
か

　

恒
例
の
そ
う
め
ん
流
し
、
新
庄
村

特
産
品
な
ど
の
販
売
も
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
建
設
課　

観
光
係

　

０
８
６
７
|
56
|
２
６
２
８

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
平
成
31
年
４
月
17
日

　

宍
戸　

章
宏
（
満
40
歳
）

出
生
届　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
平
成
31
年
４
月
12
日

　

佐
藤　

碧
（
浩
士
・
奈
緒
）

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

６
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

６
月
13
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

６
月
27
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　
　

０
８
６
８
|
31
|
２
３
６
０

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　
　
　
　

 

２
０
１
９

毛
無
山
山
ま
つ
り

　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

と
き　
６
月
11
日
（
火
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
９
時
〜
11
時
30
分　

　
　
　
　
　

15
時
30
分
〜
16
時
30
分

検
診
内
容

（
午
前
開
催
）

・
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診

・
35
〜
39
歳
国
保
健
診

・
歯
科
検
診

・
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

・
大
腸
が
ん
検
診

・
胃
が
ん
検
診

（
午
後
開
催
）

・
子
宮
が
ん
検
診

・
骨
そ
し
ょ
う
症
検
診

＊
詳
し
く
は
愛
育
委
員
さ
ん
よ
り
配

布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
お
願
い
】

①
受
診
さ
れ
る
方
は
最
初
に
総
合
受

付
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
受
付
で
大
変
混
み
合
う
た
め
、
受

付
を
増
や
し
、
受
付
時
間
を
地
区

ご
と
に
分
け
ま
し
た
。
な
る
べ
く

こ
の
時
間
帯
に
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

野
土
路
・
高
下
・
中
谷
・
大

原
・
滝
ノ
尻
・
田
浪
・
二
つ
橋
・

戸
島
：
９
時
〜
10
時
15
分

Ｂ　

浦
手
・
梨
瀬
・
田
中
・
田
井
・

鍛
冶
屋
・
町
地
区
・
茅
見
・
大

所
・
住
宅
：
10
時
15
分
〜
11
時
30

分
＊
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は

長
時
間
の
絶
食
を
避
け
る
た
め
、

こ
の
時
間
に
関
係
な
く
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

③
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
に
つ
い
て
検

診
車
内
で
肌
着
、
無
地
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
一
枚
（
ボ
タ
ン
も
不
可
）
に
な

れ
る
格
好
で
、
ズ
ボ
ン
も
金
具
が

少
な
い
も
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

④
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

前
日
の
夜
９
時
以
降
は
絶
食
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
（
水
分
は
夜
12

時
ま
で
な
ら
コ
ッ
プ
１
杯
ま
で
）

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

有
吉
）

　

５
月
は
日
本
赤
十
字
社
が
誕
生
し

た
月
で
あ
り
、
「
赤
十
字
運
動
月

間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
庄
村
で

は
昨
年
の
運
動
月
間
を
通
じ
、
１
８

９
，
１
１
４
円
の
会
費
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
地
震
、
豪

雨
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、
救
護
班

の
派
遣
や
物
資
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
救
急
法
の
講
習
会
や
健

健
康
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

赤
十
字
運
動
月
間
に
つ
い
て

３月期の交通事故発生状況
村　　内区　分

３月期 ３月期 本年の累計本年の累計
真庭市内

0
0
0
0

件  数
死  者
重  傷
軽  傷

件
人
人
人

件
人
人
人

0
0
0
0

4
0
0
4

12
0
2
13

事　
　

故

（総務企画課　寺下）

《
戸
籍
の
動
き
》

お
元
気
で
す
か
？

「
世
界
禁
煙
デ
ー

　 

〜
受
動
喫
煙
対
策
〜
」

平
成
31
年
４
月
受
付
分

あ
お
い

康
に
関
す
る
講
演
会
、
海
外
で
の
救

援
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
庄
村
に
も
、
日
本
赤
十
字
社
か

ら
、
毛
布
や
、
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯

等
が
入
っ
た
緊
急
セ
ッ
ト
な
ど
、
救

援
物
資
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
台

風
接
近
時
に
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
設
営
さ
れ
る
避
難
所
で
使
用
し
て

い
た
だ
く
毛
布
は
、
毎
回
赤
十
字
社

か
ら
無
償
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
２
月
に
は
、
赤
十

字
救
護
車
両
一
台
（
購
入
費
用
は
赤

十
字
が
負
担
）
が
役
場
に
配
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
赤
十
字
会

員
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く

会
費
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
会

費
納
入
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

   　
　

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

た
ば
こ
は
吸
っ
て
い
る
人
の
健
康

に
与
え
る
影
響
だ
け
で
な
く
、
た
ば

こ
の
煙
を
周
り
の
人
が
吸
っ
て
し
ま

う
「
受
動
喫
煙
」
の
危
険
性
も
あ
り

ま
す
。
喫
煙
習
慣
は
個
人
の
嗜
好
に

と
ど
ま
ら
ず
、
家
族
や
友
人
、
周
囲

の
人
の
健
康
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
、

５
月
31
日
を
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
と

定
め
、
「
禁
煙
週
間
」
（
５
月
31
日

〜
６
月
６
日
）
も
共
に
定
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
２
０
１
９
年
７
月

に
学
校
・
病
院
・
児
童
福
祉
施
設
等
、

行
政
機
関
が
原
則
敷
地
内
、
２
０
２

０
年
４
月
に
そ
れ
以
外
の
施
設
な
ど

が
原
則
室
内
禁
煙
と
な
る
こ
と
か
ら

（
健
康
増
進
法
一
部
改
正
）
「
２
０

２
０
年
、
受
動
喫
煙
の
な
い
社
会
を

目
指
し
て
〜
た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど

も
達
を
ま
も
ろ
う
〜
」
を
禁
煙
週
間

の
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
は
、
依
存
性
が
高
く
絶
つ
ま

で
に
は
相
当
な
苦
労
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
息
が
楽
に
な
っ
た
な
ど
健

康
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
喫

煙
が
リ
ス
ク
因
子
と
な
る
病
気
や
生

活
習
慣
病
の
発
症
、
重
症
化
を
防
ぐ

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
「
世
界

禁
煙
デ
ー
」
「
禁
煙
週
間
」
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
禁
煙
に
挑
戦
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

大
塚
）
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も
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最
終
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曜
日
に
、

「
チ
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レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
９
」
が

全
国
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
実
施
日
】

　

５
月
29
日
（
水
）

【
対
戦
相
手
】

　

秋
田
県　

東
成
瀬
村

【
ル
ー
ル
】

　

５
月
29
日
（
水
）
午
前
０
時
か
ら

午
後
９
時
の
間
に
、
15
分
間
以
上
続

け
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
人
の

参
加
率
を
自
治
体
間
で
競
い
ま
す
。

対
戦
に
敗
れ
た
自
治
体
は
、
相
手
の

自
治
体
旗
を
庁
舎
に
１
週
間
掲
げ
ま

す
。
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村
で
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朝
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友
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に
も

お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
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進
と

と
も
に
、
参
加
率
日
本
一
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日
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で
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ず

教
育
委
員
会
ま
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し
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だ
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。
（
報
告
は
当
日
午
後
９
時
半
に

締
切
）
多
く
の
皆
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ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

　

６
月
２
日
（
日
）
に
毛
無
山
山
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

山
ま
つ
り
は
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無
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に

も
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、
夏
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。
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に
よ
る
演
奏
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、
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特
産
品
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ど
の
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ま
す
の

で
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ぜ
ひ
お
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し
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だ
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い
。

　

な
お
、
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程
や
プ
ロ
グ
ラ
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変

更
に
な
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場
合
が
あ
り
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す
。
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げ
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平
成
31
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４
月
17
日

　

宍
戸　

章
宏
（
満
40
歳
）

出
生
届　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
平
成
31
年
４
月
12
日

　

佐
藤　

碧
（
浩
士
・
奈
緒
）

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

６
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

６
月
13
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

６
月
27
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　
　

０
８
６
８
|
31
|
２
３
６
０

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　
　
　
　

 

２
０
１
９

毛
無
山
山
ま
つ
り

　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

と
き　
６
月
11
日
（
火
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
９
時
〜
11
時
30
分　

　
　
　
　
　

15
時
30
分
〜
16
時
30
分

検
診
内
容

（
午
前
開
催
）

・
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診

・
35
〜
39
歳
国
保
健
診

・
歯
科
検
診

・
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

・
大
腸
が
ん
検
診

・
胃
が
ん
検
診

（
午
後
開
催
）

・
子
宮
が
ん
検
診

・
骨
そ
し
ょ
う
症
検
診

＊
詳
し
く
は
愛
育
委
員
さ
ん
よ
り
配

布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
お
願
い
】

①
受
診
さ
れ
る
方
は
最
初
に
総
合
受

付
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
受
付
で
大
変
混
み
合
う
た
め
、
受

付
を
増
や
し
、
受
付
時
間
を
地
区

ご
と
に
分
け
ま
し
た
。
な
る
べ
く

こ
の
時
間
帯
に
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

野
土
路
・
高
下
・
中
谷
・
大

原
・
滝
ノ
尻
・
田
浪
・
二
つ
橋
・

戸
島
：
９
時
〜
10
時
15
分

Ｂ　

浦
手
・
梨
瀬
・
田
中
・
田
井
・

鍛
冶
屋
・
町
地
区
・
茅
見
・
大

所
・
住
宅
：
10
時
15
分
〜
11
時
30

分
＊
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は

長
時
間
の
絶
食
を
避
け
る
た
め
、

こ
の
時
間
に
関
係
な
く
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

③
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
に
つ
い
て
検

診
車
内
で
肌
着
、
無
地
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
一
枚
（
ボ
タ
ン
も
不
可
）
に
な

れ
る
格
好
で
、
ズ
ボ
ン
も
金
具
が

少
な
い
も
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

④
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

前
日
の
夜
９
時
以
降
は
絶
食
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
（
水
分
は
夜
12

時
ま
で
な
ら
コ
ッ
プ
１
杯
ま
で
）

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

有
吉
）

　

５
月
は
日
本
赤
十
字
社
が
誕
生
し

た
月
で
あ
り
、
「
赤
十
字
運
動
月

間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
庄
村
で

は
昨
年
の
運
動
月
間
を
通
じ
、
１
８

９
，
１
１
４
円
の
会
費
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
地
震
、
豪

雨
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、
救
護
班

の
派
遣
や
物
資
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
救
急
法
の
講
習
会
や
健

健
康
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

赤
十
字
運
動
月
間
に
つ
い
て

３月期の交通事故発生状況
村　　内区　分

３月期 ３月期 本年の累計本年の累計
真庭市内

0
0
0
0

件  数
死  者
重  傷
軽  傷

件
人
人
人

件
人
人
人

0
0
0
0

4
0
0
4

12
0
2
13

事　
　

故

（総務企画課　寺下）

《
戸
籍
の
動
き
》

お
元
気
で
す
か
？

「
世
界
禁
煙
デ
ー

　 

〜
受
動
喫
煙
対
策
〜
」

平
成
31
年
４
月
受
付
分

あ
お
い

康
に
関
す
る
講
演
会
、
海
外
で
の
救

援
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
庄
村
に
も
、
日
本
赤
十
字
社
か

ら
、
毛
布
や
、
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯

等
が
入
っ
た
緊
急
セ
ッ
ト
な
ど
、
救

援
物
資
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
台

風
接
近
時
に
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
設
営
さ
れ
る
避
難
所
で
使
用
し
て

い
た
だ
く
毛
布
は
、
毎
回
赤
十
字
社

か
ら
無
償
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
２
月
に
は
、
赤
十

字
救
護
車
両
一
台
（
購
入
費
用
は
赤

十
字
が
負
担
）
が
役
場
に
配
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
赤
十
字
会

員
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く

会
費
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
会

費
納
入
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

   　
　

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

た
ば
こ
は
吸
っ
て
い
る
人
の
健
康

に
与
え
る
影
響
だ
け
で
な
く
、
た
ば

こ
の
煙
を
周
り
の
人
が
吸
っ
て
し
ま

う
「
受
動
喫
煙
」
の
危
険
性
も
あ
り

ま
す
。
喫
煙
習
慣
は
個
人
の
嗜
好
に

と
ど
ま
ら
ず
、
家
族
や
友
人
、
周
囲

の
人
の
健
康
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
、

５
月
31
日
を
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
と

定
め
、
「
禁
煙
週
間
」
（
５
月
31
日

〜
６
月
６
日
）
も
共
に
定
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
２
０
１
９
年
７
月

に
学
校
・
病
院
・
児
童
福
祉
施
設
等
、

行
政
機
関
が
原
則
敷
地
内
、
２
０
２

０
年
４
月
に
そ
れ
以
外
の
施
設
な
ど

が
原
則
室
内
禁
煙
と
な
る
こ
と
か
ら

（
健
康
増
進
法
一
部
改
正
）
「
２
０

２
０
年
、
受
動
喫
煙
の
な
い
社
会
を

目
指
し
て
〜
た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど

も
達
を
ま
も
ろ
う
〜
」
を
禁
煙
週
間

の
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
は
、
依
存
性
が
高
く
絶
つ
ま

で
に
は
相
当
な
苦
労
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
息
が
楽
に
な
っ
た
な
ど
健

康
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
喫

煙
が
リ
ス
ク
因
子
と
な
る
病
気
や
生

活
習
慣
病
の
発
症
、
重
症
化
を
防
ぐ

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
「
世
界

禁
煙
デ
ー
」
「
禁
煙
週
間
」
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
禁
煙
に
挑
戦
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

大
塚
）

（10）令和元年5月20日発行第447号 広 報 新 庄（11）令和元年5月20日発行 第447号広 報 新 庄



　

令
和
元
年
、
新
た
な
時
代
を
迎
え

ま
し
た
。
代
わ
り
ゆ
く
時
代
が
い
つ

ま
で
も
平
和
で
、
穏
や
か
に
暮
せ
る

よ
う
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
記
念
す
べ
き
令
和
元
年
度
、

各
単
位
ク
ラ
ブ
で
は
新
し
い
役
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。
２
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
の
活
動
状
況

10
日　

平
成
30
年
度
監
査
（
３
名
）

22
日　

第
１
回
女
性
部
会
（
７
名
）

22
日　

第
１
回
役
員
会　

（
12
名
）

　

平
成
31
年
度

　
　
　

第
１
回
女
性
部
会

　

４
月
22
日
、
役
員
会
に
先
立
ち
、

第
１
回
女
性
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
た
な
役
員
を
決
定
し
た
後
、
平
成

31
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議

し
、
従
来
通
り
「
緑
と
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」「
保
育
園
児
と
の
交
流
事
業
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
女
性
部
役
員
】

　
　
　
　

部　

長　

山
田　

知
江

　
　
　
　

副
部
長　

齋
藤　

雅
子

　
　
　
　
　
　
　
　

三
船
八
壽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

平
成
31
年
度

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　

第
１
回
役
員
会

　

４
月
22
日
、
女
性
部
会
終
了
後
第

１
回
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

規
役
員
の
初
顔
合
わ
せ
で
す
。

　

平
成
30
年
度
分
の
総
会
提
出
議
案

に
つ
い
て
承
諾
を
得
た
後
、
平
成
31

年
度
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　　

６
月
の
行
事
予
定

14
日　

県
老
連
評
議
員
会

19
日　

第
１
回
奉
仕
作
業

26
日　

県
老
連
女
性
委
員
総
会

　

今
年
も
新
庄
村
が
一
番
賑
わ
う
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
も
、
４
月
中
旬
か
ら
数
日
間
、

が
い
せ
ん
桜
通
り
や
し
だ
れ
桜
へ
お

花
見
に
出
か
け
ま
し
た
。
毎
年
感
動

を
く
れ
る
桜
並
木
で
す
が
、
久
し
ぶ

り
に
桜
を
見
た
利
用
者
様
も
お
ら
れ
、

「
昔
と
変
わ
ら
ず
き
れ
い
じ
ゃ
な

あ
」
「
一
番
え
え
時
に
来
れ
た
な

あ
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら

も
、
新
庄
村

な
ら
で
は
の

自
然
の
移
り

変
わ
り
を
感

じ
る
こ
と
の

で
き
る
活
動

を
計
画
し
て
、

皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
利
用
者
様
と
が
い
せ
ん
桜

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
満
面
の
笑
顔
で
の
お
花
見
と

な
り
ま
し
た
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
行
事
で
あ
り
、
「
綺
麗
じ
ゃ
な

ぁ
。
」
と
足
取
り
も
軽
く
、
い
つ
も

以
上
の
長
距
離
散
歩
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
が

い
せ
ん
桜

を
愛
す
る

姿
に
心
癒

さ
れ
る
一

日
と
な
り

ま
し
た
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
紹
介

さ
く
ら
の
里
　
お
花
見

jjjj

jjjj

j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j

j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

５
６―

２
０
０
１
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令
和
元
年
、
新
た
な
時
代
を
迎
え

ま
し
た
。
代
わ
り
ゆ
く
時
代
が
い
つ

ま
で
も
平
和
で
、
穏
や
か
に
暮
せ
る

よ
う
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
記
念
す
べ
き
令
和
元
年
度
、

各
単
位
ク
ラ
ブ
で
は
新
し
い
役
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。
２
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
の
活
動
状
況

10
日　

平
成
30
年
度
監
査
（
３
名
）

22
日　

第
１
回
女
性
部
会
（
７
名
）

22
日　

第
１
回
役
員
会　

（
12
名
）

　

平
成
31
年
度

　
　
　

第
１
回
女
性
部
会

　

４
月
22
日
、
役
員
会
に
先
立
ち
、

第
１
回
女
性
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
た
な
役
員
を
決
定
し
た
後
、
平
成

31
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議

し
、
従
来
通
り
「
緑
と
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」「
保
育
園
児
と
の
交
流
事
業
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
女
性
部
役
員
】

　
　
　
　

部　

長　

山
田　

知
江

　
　
　
　

副
部
長　

齋
藤　

雅
子

　
　
　
　
　
　
　
　

三
船
八
壽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

平
成
31
年
度

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　

第
１
回
役
員
会

　

４
月
22
日
、
女
性
部
会
終
了
後
第

１
回
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

規
役
員
の
初
顔
合
わ
せ
で
す
。

　

平
成
30
年
度
分
の
総
会
提
出
議
案

に
つ
い
て
承
諾
を
得
た
後
、
平
成
31

年
度
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　　

６
月
の
行
事
予
定

14
日　

県
老
連
評
議
員
会

19
日　

第
１
回
奉
仕
作
業

26
日　

県
老
連
女
性
委
員
総
会

　

今
年
も
新
庄
村
が
一
番
賑
わ
う
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
も
、
４
月
中
旬
か
ら
数
日
間
、

が
い
せ
ん
桜
通
り
や
し
だ
れ
桜
へ
お

花
見
に
出
か
け
ま
し
た
。
毎
年
感
動

を
く
れ
る
桜
並
木
で
す
が
、
久
し
ぶ

り
に
桜
を
見
た
利
用
者
様
も
お
ら
れ
、

「
昔
と
変
わ
ら
ず
き
れ
い
じ
ゃ
な

あ
」
「
一
番
え
え
時
に
来
れ
た
な

あ
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら

も
、
新
庄
村

な
ら
で
は
の

自
然
の
移
り

変
わ
り
を
感

じ
る
こ
と
の

で
き
る
活
動

を
計
画
し
て
、

皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
利
用
者
様
と
が
い
せ
ん
桜

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
満
面
の
笑
顔
で
の
お
花
見
と

な
り
ま
し
た
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
行
事
で
あ
り
、
「
綺
麗
じ
ゃ
な

ぁ
。
」
と
足
取
り
も
軽
く
、
い
つ
も

以
上
の
長
距
離
散
歩
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
が

い
せ
ん
桜

を
愛
す
る

姿
に
心
癒

さ
れ
る
一

日
と
な
り

ま
し
た
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
紹
介

さ
く
ら
の
里
　
お
花
見
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
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　４月２３日（火）、１年生を迎える会がありま
した。今年度は８人の新入生を迎えました。
５・６年生が中心になって企画・運営をしてく
れました。
　１年生へのインタビューでは、顔の向きを考
えたり、答えるのを優しく待ってあげたりでき
ました。１年生も急な質問にもはっきりと明るく
答えることができていました。たくさんの子が
頑張りたいことの答えに学習に関連した内容
を挙げていました。楽しみです。
　ゲームは全校で『じゃんけん列車』をしまし
た。楽しい音楽に合わせて、じゃんけん、列に
なる、を繰り返しました。子どもだけでなく先生
も一緒になって楽しい時間を過ごしました。１
年生も全校でにぎやかな、また、なごやかな雰
囲気を感じることができたと思います。
　今後も異学年での交流活動を工夫・充実さ
せていきたいと思います。

（新庄小学校　岡田）

　４月１４日（日）の桜まつりでは、本年度も上
町の新家さん宅をお借りし、中学校生徒会が
バザー品の販売とＡＭＤＡ募金と観光ガイド
ボランティアに取り組みました。
　あいにくの雨でしたが、大きな声で募金を呼
び掛けたり、バザーでは商品の説明を行うな
ど積極的に応対をしていました。観光ガイドで
は、行ったことのある場所のアンケートや新庄
の紹介などを行いました。　　
　ＡＭＤＡへの募金活動は、平成９年より続い
ており、今回で23回目となります。今年の募金
は25,178円集まり、バザー品販売では20,900
円の売り上げがありました。バザーの収益の
一部は、生徒会費として有効に活用させてい
ただきます。バザー品の提供をしてくださった
方、募金や購入で協力してくださった方に感謝
いたします。
　今後も地域から多くのことを学び、地域に貢
献できる活動を「ふるさと新庄学」の一貫とし
て教職員、生徒とともに進めていきたいと思い
ます。

（新庄中学校　河井）

　４月２０日（土）、新庄小学校体育館で、ジュニア
スポーツクラブ結団式を行いました。　　
　結団式では、サッカー、ソフトバレーの指導者紹
介に続き、クラブ員全員の自己紹介をしました。
　今年度は新規入団７名が加わり、２２名となった
クラブ員の中から、サッカーのキャプテンに坂本祐
典さん、副キャプテンに川上芙葉さんが選ばれ、ソ
フトバレーのキャプテンに安達帆菜さん、副キャプ
テンに酒井杏彩さんが選ばれました。
　結団式後は、サッカーとソフトバレーに分かれて
練習を行い、今年度の活動がスタートしました。
　活動を通して、スポーツを楽しみながら、チーム
力を高め、あいさつやマナーなどを守る新庄村ジュ

ニアスポーツクラブの伝統を引き継いでもらいたい
と思います。
　今年度も保護者の皆様、指導者の皆さまのご協
力とご支援をよろしくお願いします。

（教育委員会　多久間）

中学校だより中学校だより 小学校だより小学校だより
バザー・観光ガイド・募金
～桜まつりに、生徒会活動～
バザー・観光ガイド・募金
～桜まつりに、生徒会活動～

１年生を迎える会１年生を迎える会

ジュニアスポーツクラブ結団式
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